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　近年は、自然災害による甚大な被害が、全国各地で数多く発生し

ています。

　頻発する自然災害の中でも、集中豪雨、猛暑、降雪などは、気

象情報に基づく適切な行動をとることにより、被害を軽減できる一

方、地震の発生を正確に予測することは困難です。

　今、この東京については、首都直下地震がいつ発生してもおかし

くない状況にあると言われています。

　新宿区では、災害発生時に、区民の皆さまの生命、財産を守るため、

「災害に強い、逃げないですむ安全なまちづくり」に向けて、建築

物等の耐震化や防災意識の普及啓発など様々な防災対策に取組ん

でいます。

　しかし、大地震が発生した場合、区や消防、警察などの防災関

係機関の活動には限界があります。

　いざと言うとき、大切な命を守り、地域の被害を最小限に抑える

ためには、自助・共助による取組みが重要です。

　まず、一人ひとりが地震に対する正しい知識を習得し、住宅の耐

震化や、家具類の転倒防止など、個人や家庭でできる対策を行い

ましょう（自助）。

　そして、発災時の初期消火や応急活動などを、隣近所や地域で

声をかけ合い、助け合いながら行いましょう（共助）。

　この冊子では、発災時に、「すぐに避難所へ逃げる。」のではなく、

自宅での生活を続けていくために、各ご家庭でできる備えをはじめ、

地域でできる備え、発災時の行動などについて分かりやすく説明し

ていますので、ぜひご活用ください。
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